
文
久
元
年
三
月
三
日
に
、
は
じ
め
て
種
痘
所
俗
事
取
扱
出
役
が
任
命
さ

れ
、
多
仲
は
世
話
役
に
就
任
し
た
。
つ
い
で
五
月
二
十
六
日
に
は
種
痘
所
手

伝
に
取
り
立
て
ら
れ
、
五
人
扶
持
を
た
ま
わ
っ
た
。
種
痘
所
が
西
洋
医
学
所

と
改
称
さ
れ
た
の
ち
、
十
二
月
二
十
五
日
に
は
西
洋
医
学
所
手
伝
の
骨
折
り

に
よ
っ
て
、
同
所
の
講
席
に
お
い
て
白
銀
五
枚
を
い
た
だ
い
た
。

翌
文
久
二
年
閏
八
月
七
日
に
多
仲
は
西
洋
医
学
所
預
を
お
お
せ
つ
け
ら

れ
、
二
○
人
扶
持
に
加
増
さ
れ
た
。
さ
ら
に
文
久
三
年
八
月
二
十
六
日
に
は

医
学
所
頭
取
助
手
伝
と
な
り
、
緒
方
洪
庵
の
死
後
頭
取
に
就
任
し
た
松
本
良

順
を
補
佐
し
た
。

種
痘
所
の
変
遷
に
と
も
な
っ
て
多
仲
の
歩
ん
だ
道
を
ふ
り
か
え
っ
て
染
る

と
、
教
授
職
に
つ
い
た
記
録
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
留
守
居
役
」
、

「
手
伝
」
、
「
預
り
」
な
ど
の
肩
書
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
教
学
面
で
は
な

く
、
種
痘
所
の
運
営
面
あ
る
い
は
行
政
面
に
そ
の
力
を
発
揮
し
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
は
多
仲
の
医
師
と
し
て
の
学
殖
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
く
、
玄
朴
の
筆
頭
の
弟
子
と
し
て
、
玄
朴
の
右
腕
と
し
て
、
玄

朴
を
お
お
い
に
補
佐
す
る
必
要
か
ら
で
あ
っ
た
。
元
治
元
年
八
月
十
五
日
に

は
、
奥
詰
医
師
を
兼
務
し
た
。

慶
応
四
年
幕
府
の
瓦
解
と
と
も
に
医
学
所
が
明
治
新
政
府
に
引
き
渡
さ
れ

た
の
を
機
に
、
八
月
六
日
に
は
安
政
五
年
以
来
住
承
慣
れ
た
種
痘
所
を
出

て
、
下
谷
生
駒
前
に
家
を
か
ま
え
た
。
そ
の
後
十
月
十
日
に
鎮
将
府
に
召
し

出
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
の
動
静
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
、
ヘ
ル
リ
ン
に
留
学
中
の
謙
斎
が
、
父
多
仲
の
就
職
の
た
め
奔
走
し
て
い

る
様
子
を
、
留
守
宅
宛
の
書
簡
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
維
新
前
の

役
職
か
ら
み
て
大
学
東
校
あ
た
り
に
就
職
で
き
れ
ば
と
、
大
学
大
丞
の
岩
佐

純
に
頼
み
こ
ん
で
承
た
が
、
結
果
は
不
首
尾
で
あ
っ
た
。

浪
人
生
活
で
無
柳
を
か
こ
っ
て
い
た
多
仲
は
、
明
治
五
年
に
入
っ
て
か
ら

リ
ウ
マ
チ
に
よ
る
足
の
痛
み
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
月
に
入
っ
て
か

ら
は
病
状
が
悪
化
し
、
病
床
を
離
れ
ら
れ
な
く
な
り
八
月
十
七
日
に
死
亡
し

た
。
行
年
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
駒
込
の
大
林
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
が

後
に
谷
中
墓
地
に
改
葬
さ
れ
た
。
寛
厚
院
殿
義
山
良
忠
居
士
と
誼
さ
れ
た
。

近
世
の
、
遠
江
長
上
郡
小
松
村
の
医
師
、
村
尾
留
器
（
一
七
八
九
’
一
八

五
四
）
が
記
録
し
た
コ
ー
省
録
』
が
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
昭
和
七
年
で

あ
っ
た
。
富
士
川
源
氏
が
『
中
外
医
事
新
報
』
（
二
八
○
号
）
に
『
三
省

録
ｌ
付
、
村
尾
枳
園
』
を
載
せ
、
子
孫
の
一
人
村
尾
圭
介
氏
が
『
文
政
末
よ

り
天
保
年
間
に
亘
る
痘
瘡
の
流
行
状
態
を
窺
ふ
』
（
『
日
本
伝
染
病
学
会
誌
』

六
’
七
）
と
、
『
祖
先
と
医
業
』
（
私
家
版
）
を
著
し
て
、
二
一
省
録
』
の
分

析
と
留
器
の
人
間
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

コ
ー
省
録
』
は
正
編
四
冊
、
続
編
二
冊
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現

在
、
正
編
第
一
冊
め
が
無
い
。
昭
和
七
年
時
点
で
も
そ
れ
が
欠
け
て
お
り
、

富
士
川
論
文
に
も
明
言
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
内
容
は
留
器
が
診
察
し
た
患
者
の
う
ち
、
死
亡
者
の
み
の
病
歴
を
収

め
た
も
の
で
、
記
載
事
項
は
正
続
と
も
統
一
さ
れ
て
い
て
「
患
者
居
村
・
名

前
（
当
主
・
続
柄
）
・
初
見
時
の
病
歴
と
経
過
日
数
・
投
薬
名
・
病
状
経
過

村
尾
留
器
の
『
三
省
録
』
に
つ
い
て

岩
崎
鐵
志
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病
者
・
死
者
の
人
数
は
毎
年
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
富
士
川
論
文
に

も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
続

編
「
乾
」
（
天
保
七
年
ｌ
同
十
年
）
に
所
収
さ
れ
た
分
の
病
者
・
死
者
の
人

数
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
指
摘
が
今
回
の
発
表
の
理
由

と
日
数
・
死
」
で
あ
り
、
記
事
に
は
精
粗
が
あ
る
。
記
録
上
の
欠
点
は
あ
ら

ゆ
る
日
付
を
欠
い
て
い
る
事
で
あ
る
。
病
症
経
過
の
期
間
の
大
略
が
記
さ
れ

て
い
る
例
も
あ
る
が
、
発
病
時
、
留
器
の
初
見
時
、
死
亡
時
が
一
切
記
さ
れ

表『三省録』『続三省録」中の患者数て
い
な
い
。

’病着人死者人|備考
1,300余85’

1,270余71

1，47383

1，38386

1,760余125

1，35676

1，47872

1，681108

1，35773

27 73 41

｜識
1，810125

1，65782

1，728113／

1，909111

1，91267

1，555153

1，8161」2Ⅲ

25,722余｜Ⅲ,4851

冊
一
淳

己
年

心
祁
ｕ
血
１
２
３
４
５
６
７
７
８
９
ｍ
、
哩
廻
陞

年
錘
霊

(2

（3）利

（4）貞

乾

富士川論
文の欠落
部分

坤

計

で
あ
る
（
表
）
。

次
い
で
、
そ
の
投
薬
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
石
膏
使
用
と
い

う
事
で
あ
る
。
村
尾
家
歴
代
が
古
医
方
を
学
び
、
留
器
の
東
洞
流
を

指
摘
で
き
る
。
留
器
は
名
古
屋
の
河
合
秋
山
に
師
事
し
、
帰
郷
後
、

父
親
留
節
（
一
七
五
五
’
一
八
二
四
）
の
下
で
修
業
し
、
文
政
七
年

の
父
親
の
死
後
、
患
者
の
記
録
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以

来
、
天
保
七
年
十
月
ま
で
の
死
者
を
と
く
に
記
録
す
る
の
は
自
戒
と

鎮
魂
の
た
め
で
あ
り
、
同
時
に
家
孫
へ
の
訓
戒
で
も
あ
っ
た
（
『
続

三
省
録
』
乾
序
文
）
。

今
回
の
発
表
で
は
村
尾
家
の
出
自
を
示
す
た
め
に
、
本
姓
高
部
家

の
系
図
と
併
せ
示
し
た
。
遠
江
敷
智
郡
志
都
呂
村
出
身
の
高
部
了
庵

が
江
戸
の
師
家
村
尾
了
庵
の
家
を
継
ぎ
村
尾
了
庵
と
名
乗
り
、
敷
智

郡
白
洲
村
で
開
業
し
た
。
そ
の
子
留
謹
の
二
子
は
寛
延
三
年
（
一
七

五
○
）
に
分
立
し
、
長
男
が
本
姓
に
復
し
て
白
洲
村
で
継
承
し
、
次

男
が
村
尾
姓
を
継
承
し
て
小
松
村
に
開
業
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
男

董
節
の
跡
が
留
節
・
留
器
と
続
く
の
で
あ
る
。
な
お
、
高
部
家
の
医

業
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
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